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日本の特徴
地質構造と気候の特異性と災害について

＊私たちは世界でも非常に美しく、水も豊富で恵まれた土地に住んでいます。
一方、昨年の東日本大震災のような地震も多く、火山たくさんあり、梅雨や台風
があるなど自然災害も非常に多い場所です。しかし、自然災害の多さは、美しく
恵まれた土地であることと大きなつながりがあります。日本の特殊性を理解頂き
災害ときちんと向き合う心構えをお持ち頂くため、その地質や気候のと特異性を
説明させて頂きます。



日本の位置

日本を中心としたおなじみのメルカトル図法の地図です。日本周辺の海の部分を
見て頂くと、濃い青の部分が多く存在していることに気づくと思います。この部分は
海溝と呼ばれ深さ8000mを越える深さがあります。右表にその深さが記してあります。
しかも海溝は、日本列島のすぐ東に隣接しています。これだけでも、世界のほかの
地域と違いがあると理解できると思います。海溝の位置から考えると、日本列島は
ヒマラヤ山脈のような状態です。このことは、私たちが住んでいる地殻が動いている
ことに深く関係しています。



約3億年前に巨大大陸パンゲアが
でき、それから現在に向けての大陸
の移動が始まります。

地殻は移動している

約3億年前からの地殻の変化をご覧に
なってください。左上から始まり左右で
時代を追い、左下が現世です。



日本の気候の特徴

１．四季の区別がはっきりしている。

２．中緯度のアメリカ・ヨーロッパに比べると降水量が倍以上。

３．梅雨がある。

４．毎年台風が来る。

５．緯度の割合に降雪量が多い。

この気候の5つの特徴で、日本は水が豊富で非常に住みやすい国となって
います。次のページの世界の中緯度での各都市の気温と降水量を見て頂く
と、非常に水が豊富であることがわかります。



世界の年間気温と降水量（中緯度）

気象庁資料ほか



大都市圏のどのような
地質地形が災害に弱いか



地 形 分 類 表

松岡ら2005論文資料より



関東地方の微地形の区分
ローム台地

松岡ら2005論文資料より

埋立地・干拓地



地震の揺れや液状化や浸水を起こしやすい地形

非常に大きい
埋立地、旧河道、旧池沼、ポイントバー（蛇行州）、河原（砂・泥質）、人口の海浜、砂
丘間低地、堤間低地、湧水地

大きい
自然堤防、湿地、砂州、後背湿地、デルタ（三角州）、干拓地、扇状地（緩部）、谷底
低地（三角州形）

小さい 扇状地（主要部）、河原（砂礫質）、砂礫州、砂丘、海浜、谷底低地（扇状地形）

なし 台地、段丘、丘陵地、山地

浸水被害：大＝赤文字、中＝茶文字、なし＝青文字



東京都での津波予想高さ
元禄型関東地震M8.2

東京都 中央区 2.3m
東京都 港区 2.3m
東京都 江東区 2.3m
東京都 品川区 2.2m
東京都 大田区 2.1m
東京都 江戸川区 2.1m

中央防災会議発表
東南海トラフM9.0

2012.3.31

東京都資料



斜面崩壊危険箇所東京中心部の例

東京都資料



地震の発生メカニズム

文科省資料



震源

津波発生

津波到達

津波発生のメカニズム

普通の波の周期

津波の周期

震源

気象庁より

東京都 中央区 2.3m
東京都 港区 2.3m
東京都 江東区 2.3m
東京都 品川区 2.2m
東京都 大田区 2.1m
東京都 江戸川区 2.1m



液状化のメカニズム



内水氾濫のメカニズム



外水氾濫のメカニズム

香取市HPより



地震ソフト対策の基本

東京都：いざというときのサバイバルマニュアル

まずは自分と家族が助かる対策を日頃から想定すること、恐れすぎない
こと、常に冷静に行動すること、避難先・避難路は数種類考えておくこと



津波に対しての対策の効果

中央防災会議２０１２．０８．２９資料

ソフト対策が効果を上げた場合、1/3の人的被害となる



GNOのサステナブルセットの
有効性・利便性について

＊サステナブルレポートの概要説明
＊安心のための上級フェーズ調査の

お勧めお勧め
美しい恵まれた国ですが自然災害は宿命と言っても良いことは理解していた
だいたと思います。自然災害は全て防ぐことが出来ません。ソフト的な対策
で、出来るだけ災害の被害から免れることを考えておく必要があると思います。
ソフト対策は、まずご自分の足下のジオリスクを知って頂き、そのジオリスク
を理解した上で、避難方法などをお考え頂きいざというときに備えて頂きたい
と思います。GNOのサステナブルレポートはジオリスクを理解するための非常に
大きな助けとなるものです。個人だけではなく、会社のBCPとしても利用価値の
高いものです。是非、ご活用頂きたいと考えております。
建築時に調査された柱状図などが眠っているかもしれません。もし、お持ちであれ
ばより詳細に液状化などの判断が出来ます。是非ご活用ください。









液状化し
やすさ

PL値

しやすい PL値＞15
ややしや
すい

15≧PL値＞5

しにくい 5≧PL値＞0
きわめて

PL値＝0

柱状図があるとより詳細なPL値を計算可能

きわめて
しにくい

PL値＝0

液状化対
象外

地形区分・地盤モデルで
液状化の可能性の無い地


